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12-13世紀イランにおけるニザール派像

伊勢村 茜

はじめに

ニザール派は、イスラーム教シーア派のイスマーイール派から分派した少数派集団である。

ニザール派と言えば、 Assassin(暗殺者)の語源になった集団としてよく知られる。ヨーロッ

パからやってきた十字軍や旅行家は彼らのことを、山の老人なる人物によって意のままに使役

される暗殺者教団として自国へと伝えた。その結果、彼らは伝説となって広く語られ恐れられ

たのである。この伝説とは内容が異なる点もあるものの、暗殺はニザール派が行っていた特徴

的な活動の一つである。彼らは、社会や政治や宗教に影響力のある支配者階級の人物を狙った

要人暗殺を組織化して行っていた。また、創始者ハサン・サッパーフ(?-1l24年)によって
① 

1090年に獲得された本拠地アラムート城塞をはじめとする難攻不落の諸城塞を各地で獲得し、

所持していた。これらの活動は、少数派集団である彼らが周囲の勢力に対してより効果的に損

害を与える、また、自分たちを守るための方法であったが、周囲から恐れられ、反感を買って
② 

敵意を向けられる原因にもなった。そのため、史料におけるニザール派は「異端者」として語

られることが目立つ。また、現在でもニザール派は「暗殺者教団」とも呼ばれており、彼らに

対する「異端」なイメージは根強いと言える。

しかし、ニザール派は、 1256年にアラムート城塞がモンゴル軍によって攻め落とされるまで、

l世紀半以上の長きに亘って存続していた。いくら堅固な城塞にいたといっても、敵対する大

規模な軍隊が攻め込んでくるとなるとひとたまりもなかったであろう。軍事拠点のみで長きに

亘って集団を維持していくことは不可能であり、少数派集団である彼らが攻撃的な側面のみで

周囲と渡り合っていたとも考えにくい。ニザール派には別の一面、すなわち、恐ろしく「異

端」な集団という見方とは異なる見方、ニザーjレ派像があったはずである。先行研究では、
③ ④⑤  

Farhad Daftary氏、 NadiaEboo Jamal氏、 PeterWilley氏が、セルジューク朝の支配に憤慨

していたイランの人々によってニザール派の活動は支援されていたと述べる。しかし、三氏と
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もこの点について明確な根拠を提示していない。 EdmundBosworth氏は、ニザール派の一大

勢力があったクヒスターン地域において彼らがセルジ、ユーク朝の支配に対する同地の人々の不

満を利用して根付いていったと述べているが、氏も上の三氏同様にその根拠を明記していなご。

そこで、本稿では、まず、第l章においてニザール派に対する呼称とその定義の変遷からイ

ランにおける彼らの認識を明示したうえで、第2章ではニザール派滅亡後の彼らに対する認識

を分析し、 12-13世紀のイランにおけるニザール派像の一面を提示したい。残念ながら、ニ

ザール派の内部史料はアラムート城塞が陥落した際に焚書されている。そこで、本稿ではニ

ザール派の外部の人々が書いた史料を用いることによって、周囲の人々はニザール派をどのよ

うな集団として認識していたのかについて考察していきたい。

なお、以降、本稿で「ニザール派」と呼ぶ際には、ハサン・サッパーフを中心に1094年にフ

ァーティマ朝から分派し、イランのアラムート城塞を本拠地として活動した集団を指す。

第 l章 ニザール派とマラーヒダ

(1) ニザール派の呼称
⑦ 

ニザール派には様々な呼称があり、その定義も史料の著者ごとに異なる。ここでは、同時代

に書かれた史料を執筆年代の古い順に見ていき、時代の経過とともにニザール派の呼称とその

定義にどのような変化が見られるのかについて確認していきたい。とりあげた史料は、ニザー
⑧ 

ム・アルムルク『統治の書.1(Ni平副 al-M叫k，均的tnama、1087-92年執筆)、シャフラスター

ニ竺『諸宗派と諸宗教の書J (al-Sh油rast加I，Milal wa'l-Ni加l、1127/28年執筆)、イブン・イスフ
⑮ 

アンデイヤール『タパリスターン史J (Ibn Isfandiyar， Tarikh-i Tabaristan、1216/17年執筆)であ

る。『統治の書』はニザール派が活動を始めた時期に執筆され、それから暫くして分派率の書

である『諸宗派と諸宗教の書』が執筆された。そして、『タパリスターン史』はニザール派の

本拠地があった地域の地方史である。

a.ニザーム・アルムルク『統治の書』

ニザーム・アルムルクは、この史料の中でイスマーイール派をパーテイン派 (Batini) と呼

び、「パーティン派たちには、彼らが反乱を起こすたびに名前や呼び名があり、この理由で町

や地域ごとに彼らを他の名称で呼ぶ。しかし、実際にはすべて同一で、ぁZ」と説明する。そし
て、イスマーイール派の各地での呼称として12の名称を挙げているが、その中にはイスマー

⑬ 

イール派から分派したカルマト派 (Q紅 matI) という名称も含まれている。そのため、『統治の

書』では、イスマーイール派から分派した集団も一括りにして「パーテイン派」と呼んでいる

ことがわかる。



l卯

さらに、ニザーム・アルムルクは、「彼ら(パーティン派)は自分たちをタアリーム派
⑬ 

(Ta'limi)やこれに似た〔言葉〕で呼ぶ」と述べ、イスマーイール派の自称をタアリーム派だ

と説明する。タアリーム派とは、宗教的権威への絶対的な服従をイスマーイール派以上に強調
⑮ 

した教示 (ta'J加)を展開したニザール派を指す名称である。タアリーム派(ニザール派)もニ

ザーム・アルムルクにとってはイスマーイール派であるとする認識に変わりはない。しかし、

タアリーム派をパーテイン派の自称だとするほどニザーJレ派はよく知られた集団であったこと

や、ニザーム・アルムルクは彼らのことを注視していたであろうことが窺える。

b.シャフラスターニー『諸宗派と諸宗教の書』

シャフラスターニーは、イスマーイール派をイマーム派から分派した集団の一つであるとし

て次のように説明する。すなわち、イスマーイール派には、 6代目イマーム・ジャアファルの

息子であるイスマーイールにイマーム位を認める集団と、イスマーイールの息子であるムハン

マドにイマーム位を認める集団があF、後者はムパーラク議と呼ばれて、このムパーラク派に
⑬ 

パーテイン派という集団がいるとする。さらに、このパーテイン派について、シャフラスター

ニーは別に設けている「イスマーイール派」という項目で次のように言及している。

私は彼ら(イスマーイール派)の初期の教義について述べ、その後、新教宣組織(必

da'wat al-ja也da)の指導者の教宣組織 (da'wa)について述べる。彼らのもっとも有名な呼

び、名はパーティン派であるア

新教宣組織とは、ニザール派の自称である。彼らはファーテイマ朝の教宣組織を「旧教宣組
@ 

織 (al-da'watal-qadima) J と呼ぶ一方で、自分たちのことを新教宣組織と呼んでいた。シャフ

ラスターニーは新教宣組織についてさらに言及しているが、その前に「イスマーイール派」の

項目の後に設けられた「パーティン派」という項目の一部の引用を次に示しておきたい。

彼ら(パーテイン派)にはこの他に、様々な人々の言語によって多くの呼び名がある。イ

ラクではパーテイン派、カルマト派、マズダク派と呼ばれ、また、ホラーサーンではタア

リーム派やムルヒド派〔と呼ばれる〕。彼ら(パーテイン派)は「我々はイスマーイール派

である。なぜなら、我々はこの名とこの人でもってシーア派の諸分派 (firaqal-shi・a)と区
⑧ 

別されるからだ」と言う。

ここでは、イスマーイーJレ派から分派した集団やその他の集団の呼び名が、イスマーイール
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派の呼び名とされていると説明している。タアリーム派については、この引用とは別の部分で

イスマーイール派から分派した集団の中でもっとも有名であると説明しており、その呼称を
@ 

al-Batiniya al-Ta'limiyaと記している。そのため、シャフラスターニーは、タアリーム派を、

ノfーティン派、つまり、イスマーイール派から分派した集団であると認識していることがわか

る。また、彼はこのタアリーム派についても別に項目を設けると説明しているが、その見出し

の項目はない。しかし、タアリーム派について言及されている箇所については、次のように考

えられる。すなわち、タアリーム派は先に挙げた新教宣組織と同様にニザール派を指す名称で

ある。また、新教宣組織についてもシャフラスターニーはイスマーイール派の教義について説

明した後に述べると説明している。以上から、タアリーム派と新教宣組織はニザール派のこと

であり、この2つについて述べるとしている箇所は同じであると考えられる。そのため、次に

挙げる新教宣組織について述べられている部分がタアリーム派の項目の冒頭であると考えられ

る。

新教宣組織の支持者たちがこの道から逸れたのは、ハサン・ブン・アルサッパーフ(ハサ

ン・サッパーフ)が自身の教宣を表明したときであった。彼は、自身の言葉に〔他人を〕

何度も従わせようとしたが出来ず、仲間に援助を求めて城塞の中で守りを固めた。彼が初
③ 

めてアラムート城塞に入ったのは、 483年シャアパーン月 (1090年9-10月)である。

「この道」というのは，この引用の前で説明されているイスマーイール派の教義のことであろ

うから、ここからも新教宣組織がイスマーイール派から分派した集団とみなされていることが

わかる。また、新教宣組織はハサン・サッパーフ率いる集団であることも明記されている。

また、ムルヒド派については、その実態はタアリーム派と同じくニザール派のことであると

考えられる。ここではホラーサーンにおけるイスマーイール派の呼称として紹介されているに

すぎないが、呼称の例として取り上げられるほどニザール派の存在はその地でよく知られてい

たことを示していると言える。

c. イプン・イスファンデイヤール『タパリスターン史』

『タパリスターン史』では、ハサン・サッパーフの教宣が「真実を覆い隠す (talbrs)J もの

であると説明されたり、ハサン サツパーフを「悪魔(ぬn吋 )Jのようで、あるとすZなど辛
隷な表現が多い。また、ハサン サ、ツyパ一フらへの戦闘を「聖戦(ji仕出加刷h同刷l泊副a剖机d

ら、イブン・イスファンデイヤールが彼らに抱いていた憎悪の念が強く伝わってくる。このよ

うな記述は、イブン・イスファンデイヤールの後援者であるパーワンド朝君主アルダシール
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⑧ 

(在位1173-1206年)の息子がニザール派によって殺害されているためであろうと考えられる。

一方で、ハサン・サッパーフの教宣経路や活動に関しては詳細に記され、ニザール派はよく知

られた集団であったことが窺える。次に挙げる二つの引用におけるパーテイン派は、ハサン・

サッパーフが作ったと説明されていることからニザール派を指していることがわかる。

ハサン・サツパーフは、〈中略〉レイの地域においてパーテイン派と呼ばれるイルハード
@ 

の共同体 (millat-iill;tad)を作り上げた。

彼(ハサン・サッパーフ)はそこからアラムート城塞に達し、自身の教宣を公然と行い、

ムルヒドたちをイスファハーンに送った。〈中略〉マラーヒダは様々な山の頂を征服し、

彼らの暴動の火はあがった。彼らは諸城塞を建て、彼らの不信仰 (kl企)の害は様々な方
@ 

向へ達した。

マラーヒダは、 12世紀後半からニザール派に対して使用された呼称である。『タパリスターン

史』でもニザール派の支持者はムルヒド、その集団はマラーヒダと呼ばれている。マラーヒダ

(ma凶lida)とは、「正しき道筋から逸れる、傾く」という意味のアラピア語動詞の派生形第4

形alhadaの能動分調の複数形である。同じ派生形第4形の動名詞 ilhadは、アッパース朝期

から思想上の逸援のことを指す。 il凶を行う者、すなわち、思想上の逸脱行為をする者が

mulhidであり、神学者や法学者たちは自身の思想上の敵に対し罵倒の意味を込めて使用して

い2。イブン イスファンデイヤーjレもハサン・サツパーフはイルハードの共同体を作り上げ
たと述べており、マラーヒダがもっ言葉の意味と一致した説明である。

(2) 呼称の変遷とマラーヒダ

以上で確認したニザール派の呼称とその定義の変遷から、次のことが明らかになった。まず、

ニザール派が出現した当初に執筆された『統治の書』では、イスマーイール派から分派した集

団と一括りにして認識されてパーティン派と呼ばれ、ニザール派もその内に含まれていた。次

にそれから暫くしてニザール派の2代目指導者プズルグ・ウミード(在位1124-1138年)の時代

に執筆された『諸宗派と諸宗教の書」では、ニザール派がイスマーイール派から分派した集団

だと説明されている。ただ、著者であるシャフラスターニーはそのように認識しているものの、

当時の認識としては『統治の書』と同じくイスマーイール派から分派した様々な集団の名称が

同派の呼称という認識であり、ニザール派も例外ではなかった。しかし、その後6代目指導者

ハサン 3世(在位1210-1221年)の頃に書かれた『タパリスターン史』では、本稿で定義したニ
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ザール派と同義でパーティン派、マラーヒダという呼称が使用されている。このように、ニ

ザール派は、イスマーイール派として大きくまとめて認識されていた集団から、イスマーイー

ル派から分派した集団として認識されていった。また、彼らはイスマーイール派としてまとめ

て認識されていた頃からその集団の中心として注目されており、イランにおいて勢力をもっ集

団とされていたことがわかる。

一方で問題となるのは、ニザール派に定着した呼称のマラーヒダの持つ意味が、本稿で明ら

かにしたいニザール派像とかけ離れているということである。確かにニザール派にはマラーヒ

ダと呼ばれるにふさわしい一面もあったのだが、その認識のみの集団であれば、 1256年のモン

ゴル寧侵攻を待つことなく滅亡していたであろう。やはり、ニザール派はマラーヒダと呼ばれ

ながらも言葉通りに彼らをマラーヒダとしない見方、ニザール派像が同じくらい強く存在した

はずである。そこで、次にニザール派滅亡直後に執筆されたパイダーウイーのイラン史『諸史

の秩序 (Na号lral-Drn Bayclawi. Niがmal-Tawarikh)Jが提示するニザール派像からこの点を明ら

かにしていきたい。

第2章 パイダーウイー『諸史の秩序』から見るニザール派

(1) ニザール派歴代指導者の評価

パイダーゥィー (?-mg)はイラン南部のシーラーズにあるパイダーの法学者の家に生ま

れたシャーフィイ一派法学者であり、アシュアリー学派神学者である。イルハーン朝のアパカ

(在位1265-82年)に任命されてファールス地方のカーデイーに、アパカの死後はシーラーズの

カーデイーに就任し足。アルグーン(在位1284-91年)の時代には、故郷パイダーのカーデイー
⑧ 

を務めている。また、彼は『カーデイーの注釈書 (Tafsiral-Qacli) ~として知られるクルアー

ンの注釈書『啓示の光と比験的解釈の秘密 (Anwaral-Tanzir wa Asrar al-Ta 'wil).l の著者とし

ても有名である。

パイダーウィーは『諸史の秩序』の序文において、行政に携わる人々に向けた歴史の要約書
⑧ 

の作成を目的として本書を執筆したと述べている。『諸史の秩序』は要約書という性格上、記

述が簡略であり、分量も多いとは言えない。また、管見の及ぶ限り、以下で見ていくパイダー

ウィーのニザール派観はあまり見られないものであると言える。しかし、この書は後世の様々
@ 

な歴史書で利用されており、残されている写本も少なくない。また、彼の執筆目的や経歴を鑑

みても、彼が提示するニザーJレ派像は決して珍しいものでなく、イランにおけるニザール派像

の一例であると言えよう。

パイダーウィーは、本書第4部において、アッパース朝期 (749-1258年)にイランで勢力を

持っていた集団について、次のように紹介している。
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アッパース朝の時代において、独立してイランの国々で統治を行った偉大なスルターンた

ちゃ帝王たちの歴史について。彼らは、九つの集団である。〔すなわち、〕サッファール朝

(861-1∞3年)、サーマーン朝 (819-1005年)、ガズナ朝 (977-1187年)、ダイラム人たち(プ
ワイフ朝、 932-1062年)、セルジューク朝 (1038-1194年)、グール朝 (lOOO?一1215年)、ホラ

ズム朝(ホラズムシャー朝、 1077-1231年)、サルグル朝 (1148-1282年)、マラーヒダ、モン
⑧ 

ゴルである。

@ 

この頃のイランには他にも諸勢力が存在したにも関わらず上の引用で10の集団名が特に取り上

げられていることには、本書がイランの歴史の要約書であることが関わっていると考えられる。

つまり、要約書という性質上、少なくともパイダーウイーにとってイランの歴史を語る上で特

に重要で省くことのできない集団のみが取り上げられているということである。さらに、この

引用から、ここで取り上げられている諸集団は、アッパース朝期に「独立」してイランで統治

を行っていたとパイダーウイーがとらえていた集団である。従って、マラーヒダ、つまり、ニ

ザール派もこれらの諸集団と並んでイランを統治していたー勢力であり、「偉大なスルターン

たちゃ帝王たち」としてイランの歴史を語るうえで省くことのできない重要な集団だとされて

いるのである。
⑧ 

ニザール派の歴代指導者については、「第6族マラーヒダと呼ばれるクヒスターンの王たち」

という項目がある。この項目には第4部の他の集団では述べられていない統治者の没年に関す

る記述があり、ニザール派に対する関心の高さが窺える。以降、『諸史の秩序』では歴代のニ

ザール派の指導者がどのように説明されているのかについて確認していこう。

初代ハサン・サッパーフ(在位1090-1124年)は、公正さと敬慶さをもった人物であり、いつ
⑧ 

もシャリーアの諸規定を道守していたと説明されている。また、イスマーイール派の出身であ

る彼の言葉に魅了されて教宣を受け入れたアラムート城塞の周辺地域に住む大部分の人々は、
⑩ 

進んで彼をハーキムにしたとしている。さらに、彼はアラムート城塞からあらゆる城塞や地域
@ 

にむけて攻撃を行ってクヒスターンの大部分を征服し、エジプトのムスタンスイルから代理と
@ 

委任に関する書約書(冶d・naIna)を送られたと述べられている。
⑬ 

次に2代目フーズルグ・ウミードは、ダイラム人であること、シャリーアの諸習慣やスンナの
⑭ 

外面的な意味の道守に熱心な人物であったことが述べられている。

3代目ムハンマド1世(在位1138-62年)の項目では、彼自身のことよりも息子のハサン2世

(在位1162-66年)に関する記述が多い。ムハンマド l世には「ハサン (2世〕という名の極め
⑬ ⑮  

て信仰の害で、ある息子」がおり、禁じられた行為に夢中になったり、無効なクルアーンの解釈
@ 

をしていたと説明されている。また、ハサン2世が自分こそイマームであると主張するように
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なると、「ハサンは私の息子である。私はダイラム人であって、イマームではない」と言って

ハサン2世がイマームであることを否定し、ハサン2世の主張を信じる者は不信仰者であると
@ 

したと述べられている。

ハサン2世については彼自身の項目においても、指導者となった後に「イルハードの基礎を

定め」てイスラームから逸脱するようなことをはじめ、ラマダーン月が終わる前に断食をやめ

て断食明けの説教を行い、自分たちに謀せられていた宗教的な義務がお隠れのイマームによっ
⑬ @  

て取り除かれたと宣言したと述べられている。また、ムハンマド2世(在位11侃-1210年)に関
@ 

しては、ハサン2世のイスラームから逸脱するような方針を踏襲したと説明されている。

一方で、 6代目ハサン 3世は、彼の祖父の代から続いたイスラームから逸脱するような体制

を廃止し、周囲からも信仰の健全さが認められて「新ムスリム」と呼ばれていたと説明されて
@ 

いる。 7代目ムハンマド3世(在位1221-55年)に関しては、ほとんどの時聞を引きこもって過
~ @ 

ごし、彼の従者によって殺害されたと述べられている。そして、最後の指導者である8代目フ

ルシャー(在位1255一回年)は、即位して一年後にすべての城塞や地域をモンゴル軍のフラグに
@ 

明け渡し、彼の代でニザール派の王様が終罵したと述べられている。

(2) r諸史の秩序』におけるニザール派認識

パイダーウィーが初代ハサン・サッパーフ、 2代目プズルグ・ウミード、そして6代目ハサ

ン3世に対して、マラーヒダという言葉が本来もつ、イスラーム法から逸脱した者たちという

意味からほど遠い評価をしている点は興味深い。マラーヒダと呼びながらも彼らを言葉通りに

認識していなかったのである。その一方で、 4代目ハサン 2世と 5代目ムハンマド2世に対す
@ 

る評価は、この2人の時代のニザール派がグラート化したためか、他の指導者と明らかに異な

る。このように、グラート化した時代のあるニザール派を、パイダーウィーはいかにしてイラ

ンの統治者とみなしたのであろうか。この点について考えるために、彼らの在位期間について

述べられている文章に使用されている言葉に注目したい。第4部の各集団の冒頭部分では、歴

代の君主や指導者の名前の後に rooとしてO年統治した」、 rooの期聞がO年であった」、
また、単に rooであった」というような在位期間を示す文章(以降「在位期間文」と呼ぶ)が
続く。それを表にしたものが表1である。表1の「第6族マラーヒダ」を見ると、在位期間文

(B欄)の rooとして」の部分は、歴代の 8名の指導者のうち、 5名は「帝王として
(padshal証)Jとなっている。しかしながら、ムハンマド l世は「ハーキムであった(1;1誌m

bud)J、ハサン 2世は「スルターンとして (sal伺nat)J、ムハンマド2世は「ハーキムとして

(1;10加mat)Jとなっている。この3名のうち、ムハンマド l世について言えば、彼の項目内で

は「父(プズルグ・ウミード)の命令と名声によって帝王たる位を得て (padshahIY甜)、彼の



表
1
r諸
史
の
秩
序
』
第
4
部
に
挙
げ
ら
れ
る
君
主
・
指
導
者
と
そ
の
在
位
期
間
文
及
び
項
目
文

~
 

A
 

B
 

C
 

統
治
者
お
よ
び
指
導
者
名

在
位
期
間
文

項
目
文
の
引
用
(r
J
で
表
記
)
・
要
約

l
 ヤ
ア
ク
ー
プ
・
プ
ン
・
レ
イ
ス

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

戦
闘
に
よ
っ
て
独
立
を
手
に
し
た

第
1
族

2
 ア
ム
ル
・
プ
ン
・
レ
イ
ス

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

バ
グ
ダ
ー
ド
に
お
い
て
、
彼
の
名
前
で
フ
ト
パ

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
朝

が
読
ま
れ
た

3
 
タ
ー
ヒ
ル
・
プ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
プ
ン
・
ア
ム
ル

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

彼
の
代
で
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
朝
国
家
(d
ou
!a
t)

の
時
代
が
終
わ
っ
た

-
カ
リ
フ
と
官
庁
に
服
従
し
て
お
り
、
ま
た
そ
l

ア
プ
ー
・
イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
プ
ン
・
ア
ス
ル
タ
ー
ン
と
し
て
統
治
し
た
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を
当
然
な
こ
と
と
み
な
し
l

l
 フ
マ
ド
・
サ
ー
マ
ー
ニ
ー

て
い
た

.
 r彼
の
王
権
の
期
間
は
8
年
で
あ
っ
た
」

2
 ア
ミ
ー
ル
・
ア
プ
}
・
ナ
ス
ル
・
ア
フ
マ
ド
・
プ
ン
・
イ
ス
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
帝
王
た
る
位
の
規
則
の
上
に
立
っ
た
」

マ
ー
イ
ー
ル
・
サ
ー
マ
ー
ニ
ー

3
 ア
ミ
ー
ル
・
ア
プ
ー
・
ア
ル
ハ
サ
ン
・
ナ
ス
ル
・
プ
ン
・
ア
フ
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
は
30
年
〈
中
略
〉
帝
王
た
る
位
の
旗
を
掲

マ
ド
・
サ
ー
マ
ー
ニ
ー

げ
た
」

第
2
族

4
 
ア
ミ
ー
ル
・
ヌ
ー
フ
・
プ
ン
・
ナ
ス
ル
・
サ
ー
マ
ー
ニ
ー
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

サ
ー
マ
ー
ン
朝
5
 ア
ミ
ー
ル
・
ア
プ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
・
プ
ン
・
ヌ
ー
フ

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

6
 
ア
ミ
ー
ル
・
マ
ン
ス
ー
ル
・
プ
ン
・
ヌ
ー
フ

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
の
王
権
の
期
間
は
15
年
と
9
か
月
で
あ
っ

た」

7
 ヌ
ー
フ
・
プ
ン
・
マ
ン
ス
ー
ル

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
の
王
権
の
期
間
は
21
年
と
7
か
月
で
あ
っ

た」

8
 マ
ン
ス
ー
ル
・
プ
ン
・
ヌ
ー
フ

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
が
帝
王
と
し
て
統
治
し
た
l
年
と
9
か
月
」

9
 ア
プ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
・
プ
ン
・
ヌ
ー
フ

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
帝
王
た
る
位
の
順
番
が
彼
に
達
し
た
と
き
」

10
 
ム
ン
タ
サ
ル
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
プ
ン
・
ヌ
ー
フ

記
載
な
し

対
象
と
な
る
文
章
な
し

.
 r
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
と
シ
ジ
ス
タ
ー
ン
の
地
域

1
 マ
フ
ム
ー
ド
・
プ
ン
・
セ
プ
ク
テ
キ
ン

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

で
独
立
し
た
」

第
3
族

.
 rス
ル
タ
ン
と
い
う
称
号
を
得
た
」

ガ
ズ
ナ
朝

2
 マ
ス
ウ
ー
ド
・
プ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

.
 rホ
ラ
ー
サ
ー
ン
と
イ
ラ
ク
の
ス
ル
タ
ー
ン

た
る
位
を
マ
ス
ウ
ー
ド
へ
」



3
 ム
ハ
ン
マ
ド
・
プ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
イ
ン
ド
の
国
々
と
ガ
ズ
ナ
の
地
域
で
帝
王
と

し
て
統
治
し
た
」

4
 マ
ウ
ド
ゥ
ー
ド
・
プ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

父
親
が
死
去
し
た
と
き
幼
子
で
あ
っ
た
た
め
、

5
 マ
ス
ウ
ー
ド
・
プ
ン
・
マ
ウ
ド
ゥ
ー
ド

ハ
ー
キ
ム
と
し
て
統
治
し
た
数
日
帝
王
た
る
伎
の
上
に
い
た
が
、
す
ぐ
に
彼

の
お
じ
が
即
位
し
た

6
 ア
リ
ー
・
プ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
帝
王
た
る
位
の
順
番
が
彼
に
達
し
た
と
き
」

7
 ア
プ
ド
・
ア
ッ
ラ
シ
ー
ド
・
プ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
は
7
年
近
く
帝
王
た
る
位
の
旗
を
掲
げ
」

8
 イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
プ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
の
国
家
の
時
代
は
」

第
3
族

「
彼
は
16
年
間
帝
王
た
る
位
の
規
則
の
上
に
立

ガ
ズ
ナ
朝

9
 マ
ス
ウ
ー
ド
・
プ
ン
・
イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

っ
た
」

6
 ア
リ
ー
・
プ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
帝
王
た
る
位
の
順
番
が
彼
に
達
し
た
と
き
」

7
 ア
プ
ド
・
ア
ッ
ラ
シ
ー
ド
・
プ
ン
・
マ
フ
ム
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
は
7
年
近
く
帝
王
た
る
位
の
旗
を
掲
げ
」

8
 イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
プ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
の
国
家
の
時
代
は
」

9
 マ
ス
ウ
ー
ド
・
プ
ン
・
イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
は
16
年
間
帝
王
た
る
位
の
規
則
の
上
に
立

っ
た
」

10
 
ア
ル
ス
ラ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
・
プ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

11
 
パ
フ
ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ー
-
プ
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

12
 
ホ
ス
ロ
ー
・
シ
ャ
ー
・
プ
ン
・
パ
フ
ラ
ー
ム
・
シ
ャ
ー

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

.
 r
フ
ト
バ
に
関
し
て
は
カ
リ
フ
た
ち
の
祈
藤

l
 イ
マ
ー
ド
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ア
リ
ー
・
プ
ン
・
プ
ワ
イ
フ
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

の
後
に
彼
の
祈
騰
が
行
わ
れ
た
」

.
 r彼
の
イ
マ
ー
ム
た
る
位
の
期
間
」

第
4
族

2
 ル
ク
ン
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ハ
サ
ン
・
プ
ン
・
プ
ワ
イ
フ

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
の
王
権
の
期
間
は
28
年
で
あ
っ
た
」

ダ
イ
ラ
ム
人
た
ち
3
 ム
イ
ッ
ズ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ア
フ
マ
ド
・
プ
ン
・
プ
ワ
イ
フ
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

(
プ
ワ
イ
フ
朝
)

-
世
界
の
ど
の
王
た
ち
よ
り
も
知
識
と
芸
術
に

ア
ズ
ド
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ア
プ
ー
・
ス
ジ
ャ
ー
・
プ
ン
・
ア
ル
彼
の
王
権
の
期
間

お
い
て
抜
き
ん
で
て
お
り
、
彼
の
偉
業
と
功
労

4
 ハ
サ
ン

は
有
名

.
 r彼
の
王
権
の
期
間
は
3
4年
で
あ
っ
た
」

H N ム ω 時 首 、 「 泊 Qπ 品 U F 時 以 い 4 1』 で 噌 河 骨 精 宅



5
 
フ
ァ
フ
ズ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ハ
サ
ン

ハ
ー
キ
ム
と
し
て
統
治
し
た
「
彼
は
13
年
と
11
か
月
以
上
ア
ミ
ー
ル
た
る
位

の
中
で
生
き
た
」

~
 

6
 
ム
ア
ッ
イ
ド
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ブ
ン
・
ハ
サ
ン

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

対
象
と
な
る
文
章
な
し

7
 
イ
ッ
ズ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ブ
ン
・
ム
イ
ッ
ズ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
ハ
ー
キ
ム
と
し
て
統
治
し
た
項
目
な
し

マ
ジ
ュ
ド
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ロ
ス
タ
ム
・
プ
ン
・
フ
ァ
フ
ル
・

8
 
ア
ツ
ダ
ウ
ラ

帝
王
と
し
て
統
治
し
た

項
目
な
し

9
 シ
ヤ
フ
ル
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ブ
ン
・
ア
ズ
ド
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
は
3
年
間
帝
王
と
し
て
統
治
し
た
」

.
 I
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
は
く
中
略
〉
ア

10
 
サ
ム
サ
ー
ム
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ブ
ン
・
ア
ズ
ド
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
イ
マ
ー
ム
と
し
て
統
治
し
た
ミ
ー
ル
た
る
位
を
再
び
彼
の
も
と
に
置
い
た
」

.
 I
彼
は
9
年
帝
王
と
し
て
統
治
し
た
」

第
4
族

11
 
バ
ハ
ー
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ブ
ン
・
ア
ズ
ド
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
は
24
年
と
3
か
月
帝
王
と
し
て
統
治
し
た
」

ダ
イ
ラ
ム
人
た
ち

-
ア
ミ
ー
ル
の
位
(a
mi
ri
)
が
与
え
ら
れ
た

(
ブ
ワ
イ
フ
朝
)
12
 
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ブ
ン
・
バ
ハ
ー
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
イ
マ
ー
ム
と
し
て
統
治
し
た

.
 I
彼
は
5
年
と
2
か
月
ア
ミ
ー
ル
と
し
て
統

治
し
た
」

13
 
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
プ
ン
・
パ
ハ
ー
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
帝
王
と
し
て
統
治
し
た

「
彼
は
12
年
と
4
か
月
帝
王
と
し
て
統
治
し
た
」

14
 
イ
マ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
イ
ー
ン
・
ア
ッ
ラ
ー
・
マ
ル
ズ
パ
ー
ン
・
ハ
ー
キ
ム
と
し
て
統
治
し
た
対
象
と
な
る
文
章
な
し

プ
ン
・
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ

15
 
マ
リ
ク
・
ア
ッ
ラ
ヒ
ー
ム
・
ア
ブ
ー
・
ナ
ス
ル
・
ブ
ン
・
イ
ハ
ー
キ
ム
と
し
て
統
治
し
た
対
象
と
な
る
文
章
な
し

マ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
イ
ー
ン
・
ア
ッ
ラ
ー

16
 
マ
リ
ク
・
ア
ブ
ー
・
マ
ン
ス
ー
ル
・
フ
ー
ラ
ー
ド
ス
ト
ゥ
ー
ン
ハ
ー
キ
ム
と
し
て
統
治
し
た
対
象
と
な
る
文
章
な
し

17
 
マ
リ
ク
・
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
・
ホ
ス
ロ
ー
・
シ
ャ
ー

記
載
な
し

対
象
と
な
る
文
章
な
し

18
 
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
イ
マ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
イ
ー
ン
・
ア

ツ
フ
ー

記
載
な
し

対
象
と
な
る
文
章
な
し

ス
ル
タ
ー
ン
・
ル
ク
ン
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
タ
ー
リ

.
 I
こ
の
王
朝
の
最
初
の
ス
ル
タ
ー
ン
で
あ
る
」

l
 ブ
・
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ミ
ー
カ
ー
ス
ル
タ
ー
ン
と
し
て
統
治
し
た
.
 I
彼
の
王
様
の
期
間
は
26
年
で
あ
っ
た
」

イ
ー
ル
・
ブ
ン
・
セ
ル
ジ
、
ユ
ー
ク

第
5
族

ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ッ
ズ
・
ア
ッ
デ
イ
ー
ン
・
ア
プ
ー
・
ス
ジ
彼
の
王
権
の
期
間

「
彼
の
王
権
の
期
間
は
12
年
で
あ
っ
た
」
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後継者となった」というように説明されている。また、「ハーキム」の語はハサン・サッパー

フに対しても使用されていることから、少なくともムハンマド l世に対するパイダーウイーの

評価は、「帝王として統治した (padshahikard) J記されている他の5名と同じだととらえてよ

いだろう。

このように、ニザール派の指導者たちの在位期間文に使用される単語は、彼らの評価と一致

している。そこで、以降第4部の他の集団の在位期間文にもこのような使い分けがあるのかを

確認し、この使い分けにパイダーウィーが込めた意味を明らかにしたい。

第l族から第9族までの君主および指導者は全部で86人である。そのうち、在位期間文で

「帝王として」もしくは「帝王たる位の期間 (muddat-ipadshahi 11) Jが使用されている人物は、

表lより過半数以上の52人である。さらに、各人物の項目(以降「項目文」と呼ぶ)を読んで

いくと、次のようなことが言える。まず、その人物の項目文内で rooとして統治した」と述
べられているとき、多くの場合 rooとして」にあたる言葉には、その人物の在位期間文で使
用されていた言葉が用いられている。このことは、項目文内で rooの位が彼のもとに達し
た」や rooの位を得た」と書かれている場合も同様である。在位期間文で使用されている言
葉と項目文における言葉が異なる人物も見られるが、ブワイフ朝の「アミール」、セルジ、ユー

ク朝の「スルターン」、ホラズムシャー朝の「ホラズムシャー」のように、その王朝の君主の

称号やその派生語は、「帝王」と併用されている。例えば、第4族ブワイフ朝の①イマード・

アッダウラ・アリー・ブン・ブワイフや、第5族セルジ、ユーク朝の⑥スルターン・イッズ・ア

ツデイーン・アプー・アルハーリス・サンジャル・ブン・マリクシャーなどである。一方で、

第7族のサルグル朝では、在位期間文でどのような言葉が使用されていても項目文ではほぼ全

員に「帝王」が使用されている。これは、サルグル朝が著者であるパイダーウイーに直接関係

する王朝であるためだと考えられる。また、「王権の期間 (muddat・imulk)Jは、在位期間文に
@ 

どのような言葉が使用されていても項目文において見られる表現である。

さらに表1を見ていくと、第l族サッファール朝の①ヤアクーブ・ブン・ライスや、第3族

ガズナ朝の①マフムード・ブン・セブクテキンのように、項目文で「独立した」と述べられて

いる人物の在位期間文は「帝王として」が使用されている。反対に、項目文内で「カリフに従

属していた」と述べられている第2族サーマーン朝の①アブー・イブラーヒーム・イスマー

イール・ブン・アフマド・サーマーニーは、在位期間文が「スルターンとして」となっている。

また、第3族ガズナ朝の⑤マスウード・ブン・マウドゥードのような即位したときに幼少であ

ったと説明されている者や、第6族マラーヒダの④ハサン・ブン・ムハンマドや⑤ムハンマ

ド・ブン・ハサンのように項目文の評価が低い人物などには「帝王」が使用されていないと言

える。
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従って、第4部の他の集団でも在位期間文で使用されている単語は、ある程度使い分けられ

ている。検討対象となる文章が項目文にない人物や、そもそも項目文のない人物もおり、必ず

しも在位期間文に使い分けがあると断言することはできないが、少なくとも「帝王」という言

葉は特別な意味合いを込められて使用されていると言ってよい。ニザール派もハサン2世とム

ハンマド2世を除く指導者には、在位期間文もしくは項目文において「帝王」という言葉が使

用されていた。つまり、パイダーウイーは、このグラート化した時代の2人を除くことでニ

ザール派の指導者たちを「偉大なスルターンたちゃ帝王たち」であるとし、イランを統治した

正当な支配者というニザール派像を提示しているのである。

おわりに

本稿では、「異端」な存在として語られることの多いニザール派の別の一面を明らかにすべ

く考察を行ってきた。その結果、 12-13世紀のイランにおいて、ニザ-)レ派が以下のように認

識されていたことを明らかにした。

まず、ニザール派がイランに本拠地を構えて活動をはじめた11世紀後半に執筆された『統治

の書』では、彼らを他の集団と一括りにして分派元であるイスマーイール派として認識してい

た。この認識は、それから暫くして2代目フ9ズルグ・ウミードの時代に執筆された『諸宗派と

諸宗教の書』でイスマーイール派から分派した集団だと説明されるように変化した。ただ、当

時の認識としては、ニザール派はなおイスマーイール派としてみなされていたようである。や

がて、 6代目ハサン 3世の時代に執筆された rタパリスターン史』では、上の2つの史料とは

異なって、使用されていたパーテイン派とマラーヒダという呼称の対象にニザール派以外の他

の集団が含まれていなしミ。このように、ニザール派は、時代を経るにつれてイスマーイール派

から分派した集団という認識をもたれていった。また、イスマーイール派としてまとめて認識

されている時代から、彼らはその集団の中心となる存在であったと言える。

次に、パイダーウィー『諸史の秩序』においてニザール派は、グラート化した時代の2名の

指導者を除いてイランを統治した正当な支配者とされていた。パイダーウィーによるこのよう

なニザール派観は、今回本稿で使用した他の史料などと比べても特殊ではあるが、この史料が

行政職につく者に向けたイラン史であることやパイダーウィー自身の経歴を考えでも軽視する

ことのできない内容であることは間違いない。さらに、彼の提示するニザール派像はイランに

おいて決して珍しいものでなく、同地のニザール派像の一例であったと言える。歴史の要約書

である本書にニザール派が登場すること自体、彼らの存在の大きさを物語っている。

従って、以上のことをまとめると、第l章で確認したイランにおいて勢力をもった集団だと

いうニザール派の認識が、『諸史の秩序』では単に勢力をもっていた集団の 1つという認識に
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とどまらず、イランにおける正当な支配者として評価されるに至っている。ニザール派の長き

にEる存続が『諸史の秩序』で確認したようなニザーJレ派像を形成したと言える。反対に、こ

のような集団であると周囲に認識されていたことが彼らの存続期間の長さに影響を与えていた

とも言える。ただし、『諸史の秩序』はニザール派の滅亡後に執筆された史料であるため、こ

のようなニザール認識がニザール派と同時代に執筆された史料でも確認できるのかについて明

らかにする必要がある。そうすることで、今回本稿で明らかにしたニザール派像はより明確な

ものになるであろう。また、ニザ-)レ派と同時代に活動していた彼らの周辺王朝との関係を探

ることで「異端」だけではないニザール派の新たな一面が見えてくるはずである。これらは筆

者の今後の課題としたい。
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